
　反射テスト　立体切断　入試問題　直方体　応用　01

1. 　下図のように直方体 ABCD− EFGHがある. AD上に点 Iをとり, DI = t とするとき, 次の問に答えよ.

ただし 0 <= t <= 8 とする. （ S 級 2分, A級 4分, B 級 6分, C 級 8分 ）　
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（1）　 IGの長さを tを用いて表せ.

（2）　△ IEGが直角三角形になるとき, tの値を求めよ.

（3）　 t = 4 として, この直方体を平面 IEGで切ったときにできる

2つの立体のうち, 点 Aを含む立体の体積を求めよ.
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2. 　下図のように直方体 ABCD− EFGHがある. AD上に点 Iをとり, DI = t とするとき, 次の問に答えよ.

ただし 0 <= t <= 12 とする. （ S 級 2分, A級 4分, B 級 6分, C 級 8分 ）　
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（1）　 IGの長さを tを用いて表せ.

（2）　△ IEGが直角三角形になるとき, tの値を求めよ.

（3）　 t = 6 として, この直方体を平面 IEGで切ったときにできる

2つの立体のうち, 点 Aを含む立体の体積を求めよ.

c⃝ 数学・算数を楽しむために（ http : //www.enjoymath.sakura.ne.jp/index.html ）　

http://www.enjoymath.sakura.ne.jp/index.html


　反射テスト　立体切断　入試問題　直方体　応用　01　解答解説

1. 　下図のように直方体 ABCD− EFGHがある. AD上に点 Iをとり, DI = t とするとき, 次の問に答えよ.

ただし 0 <= t <= 8 とする. （ S 級 2分, A級 4分, B 級 6分, C 級 8分 ）　
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（1）　 IGの長さを tを用いて表せ.

（2）　△ IEGが直角三角形になるとき, tの値を求めよ.

（3）　 t = 4 として, この直方体を平面 IEGで切ったときにできる

2つの立体のうち, 点 Aを含む立体の体積を求めよ.

（1）　直方体 IJCD− LKGHをイメージする.

★直方体の対角線の公式

　
√
22 + t2 + 22 =

√
t2 + 8

（2）　上図のように Iが Aと一致するとき,

∠ Eが直角になるから, t = 8 は適当である.

t = 0 のときも∠ Gは鋭角だから直角になることはない.

∠ Iが直角になる場合を考えると,

上図のような直角三角形がイメージできるので,

(1)から, ★三平方の定理より,

　　 IE2 + IG2 = EG2

⇔　
{
(8− t)2 + 22

}
+ (t2 + 8) = 22 + 82

⇔　 64− 16t+ t2 + 4 + t2 + 8 = 4 + 64

⇔　 2t2 − 16t+ 8 = 0

⇔　 t2 − 8t+ 4 = 0

⇔　 t = 4± 2
√
3

以上から, t = 4 ± 2
√
3 又は t = 8

☆チェック

t = 4± 2
√
3 が 0 <= t <= 8 を満たすどうか

チェックすること.

（3）　★部屋のすみっこのイメージ

Hを部屋のすみっこに見立てる.
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△ PID ∽△ PEHの相似比が,

　 ID : EH = 4 : 8 = 1 : 2

よって, PD : DH = 1 : 1 より, PD = 2

また, QD : GH = 1 : 2 より, QD = 1

∴　三角すい台 (DIQ−HEG)

=三角錐 PHEG−三角錐 PDIQ

= 8×2
2 × 4× 1

3 − 4×1
2 × 2× 1

3

= 32
3 − 4

3 = 28
3

Aを含む立体は, 2× 8× 2− 28
3 =

68

3
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2. 　下図のように直方体 ABCD− EFGHがある. AD上に点 Iをとり, DI = t とするとき, 次の問に答えよ.

ただし 0 <= t <= 12 とする. （ S 級 2分, A級 4分, B 級 6分, C 級 8分 ）　
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（1）　 IGの長さを tを用いて表せ.

（2）　△ IEGが直角三角形になるとき, tの値を求めよ.

（3）　 t = 6 として, この直方体を平面 IEGで切ったときにできる

2つの立体のうち, 点 Aを含む立体の体積を求めよ.

（1）　直方体 IJCD− LKGHをイメージする.

★直方体の対角線の公式

　
√
42 + t2 + 42 =

√
t2 + 32

（2）　上図のように Iが Aと一致するとき,

∠ Eが直角になるから, t = 12 は適当である.

t = 0 のときも∠ Gは鋭角だから直角になることはない.

∠ Iが直角になる場合を考えると,

上図のような直角三角形がイメージできるので,

(1)から, ★三平方の定理より,

　　 IE2 + IG2 = EG2

⇔　
{
(12− t)2 + 42

}
+ (t2 + 32) = 42 + 122

⇔　 144− 24t+ t2 + 16 + t2 + 32 = 16 + 144

⇔　 2t2 − 24t+ 32 = 0

⇔　 t2 − 12t+ 16 = 0

⇔　 t = 6± 2
√
5

以上から答えは　 t = 6 ± 2
√
5 又は t = 12

☆チェック

t = 6± 2
√
5 が 0 <= t <= 12 を満たすどうか

チェックすること.

（3）　★部屋のすみっこのイメージ

Hを部屋のすみっこに見立てる.
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△ PID ∽△ PEHの相似比が,

　 ID : EH = 6 : 12 = 1 : 2

よって, PD : DH = 1 : 1 より, PD = 4

また, QD : GH = 1 : 2 より, QD = 2

∴　三角すい台 (DIQ−HEG)

=三角錐 PHEG−三角錐 PDIQ

= 12×4
2 × 8× 1

3 − 6×2
2 × 4× 1

3

= 64− 8 = 56

Aを含む立体は, 4× 12× 4− 56 = 136
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